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研究成果の概要：東アフリカでの現地調査とドイツにおける埋もれている資料の開拓により、

ナイル諸語の未だに十分でない言語資料を収集することにより、既に収集していた資料とをあ

わせて、ナイル諸語の通時的研究をおこなった。具体的な成果として、通時的研究の基礎資料

となるナイル諸語比較語彙集を作成した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 800,000 円 0 円 800,000 円 

2006 年度 800,000 円 0 円 800,000 円 

2007 年度 800,000 円 240,000 円 1,040,000 円 

2008 年度 700,000 円 210,000 円 910,000 円 

  年度  

総 計 3,100,000 円 450,000 円 3,550,000 円 

 
 
研究分野：言語学 
科研費の分科・細目：歴史言語学 
キーワード：歴史言語学、比較言語学、ナイル諸語、クマム語 
 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初に「歴史言語学の領域のなかで、
一番遅れているのがナイル・サハラ言語ファ
イラムの通時的研究である」と書いている書
物も存在した。ナイル諸語は、グループ内で
言語数に関して最大である。したがって、ナ
イル諸語の通時的研究は、ナイル・サハラ言
語ファイラムの通時的研究において欠かす
ことのできないものと判断できた。実際、部
分的な通時的研究は存在したが、ナイル祖語
を再構成したまとまった研究は、当時、存在
しなかったし、本研究代表者による著作以外
に現在でもまとまった研究成果は存在しな
い。また、通時的研究の基礎的資料となる比

較語彙集は、本研究により実現したものをの
ぞけば、存在しなかった。また、通時的研究
に使える十分に記述的資料をもたない言語
も存在した。また、通時的研究に利用されず
に見逃されてきた資料がドイツ国内に埋も
れていた。 
ナイル・サハラ言語ファイラムは、系統分類
不可能なサハラ砂漠以南で話される言語を
いれておくための「ゴミ箱」のような存在で
あった。研究者たちは、伝統的な通時言語学
の手法が不可能と考えて大胆ではあるが不
適切の手法を用いて、ナイル・サハラ言語フ
ァイラムの分類を試みることもあった。しか
し、通時的研究は、たんに言語を分類するこ



とを目的にしていない。過去の言語の姿を明
らかにし、さらに、現在の言語の姿に、どの
ように変化してきたのか、なぜ変化したのか
を考察するのが通時言語学の目的である。こ
の目的にそった、ナイル諸語の通時的研究は、
研究開始当初には存在しなかった。 
 
 
２．研究の目的 
「もっとも遅れている」と言われていたナイ
ル・サハラ言語ファイラムの歴史言語学を少
しでも前に進めるために、まず、グループ内
で言語数において最大であるナイル諸語の
通時的研究を前進させることを目的とした。 
そのために具体的には、通時的研究の基礎的
資料となる、ナイル諸語比較語彙集を作成す
ることを目的とした。 
未だに十分に記述されず、通時的研究に必要
な資料が存在しない言語を現地調査により
記述することを目的とした。さらに通時的研
究に使用可能にもかかわらず見逃されてき
たドイツ国内に存在する資料を掘り起こす
ことを目的とした。 
通時言語学の目的は、たんに言語を系統分類
することではない。研究対象の言語が過去に
どのような姿をしていたか、時間の流れの中
でその言語がどのように変化したのか、なぜ
変化したのかを、研究目的にしている。さら
に、対象言語のみならず、言語一般が、どの
ように時間的に変化するのか、なぜ変化する
のかを考察することを目的とする。本研究は、
言語分類を目的とはしていない。むしろ、研
究対象であるナイル諸語がどのように変化
したのか、なぜ変化したのかを明らかにする
ことを目的とした。 
音韻論を中心に通時的研究をおこなうが、
個々の言語において規則的な変化にしたが
わなかった理由を明らかにすることを目的
にした。そのために、具体的には、広範な資
料を比較語彙集の形式で整理することによ
り規則的な音韻変化と規則的でない変化に
ついて明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
研究方法としてまず第 1にしなければならな
かったことは、通時的研究を可能にする必要
な資料を確保することである。それには、こ
れまで収集してきた資料に加えて、現地でま
だ十分に記述研究されてこなかった言語を
調査研究し、通時的研究に可能な形式にする
ことであった。研究代表者が調査したクマム
語は、名前だけが知られている言語であった。
クマム語の現地調査は、音韻論、形態論、統
語論の領域で行った。また、ドイツ国内に存
在したが通時的研究に使用されなかった言
語資料を掘り起こすことであった。主要なド

イツの研究機関である、ケルン大学、ベルリ
ン・フンボルト大学、フランクフルト・ウル
フガング・ゲーテ大学、ライプチヒ大学等を
訪れてナイル諸語言語資料を収集した。それ
と同時に研究者と研究方法について議論し
た。 
これらの資料を用いて、通時的研究の基礎と
なる比較語彙集を作成した。 
資料を分析する方法は、伝統的な歴史言語学
の手法である、内的再構成と比較方法を主に
採用した。しかし、これまでの研究がなしえ
なかった理由であるナイル諸語の歴史の深
さからくる、伝統的な内的再構成と比較方法
では成功しないところは、あらたな工夫をお
こなった。それは、音声学の生物学的基礎、
認知言語学等の最近の言語学の成果を採用
することにより、歴史言語学が学問として自
立不可能な部分を補う方法を開発した。その
ことにより、ナイル諸語の通時的研究を前進
させることを可能にする手法を編み出した。 
 
 
４．研究成果 
具体的な成果としては、本研究のサブタイト
ルにもある、ナイル諸語比較語彙集を作成し
たことである。これは、以下の発表論文等の
リストにある、Comparative Word List of 
Nilotic Languages である。これにより、ナ
イル諸語の通時的研究の基礎資料が整備さ
れた。この比較語彙集は、たんに語彙を並べ
ているのではなく、そこから内的再構成と比
較方法という歴史言語学の伝統的な手法を
用いて、ナイル祖語の形式を再構成したもの
である。しかも再構成した形式から現在の形
式に変化する様子を再現している。この比較
語彙集は、再構成のプロセスを書くことは省
略している。ただし、英語で出版することに
より、広く国際的に批判にさらすことを可能
にしている。再構成のプロセスについては、
日本語であるが、「ナイル語比較研究の諸問
題―ナイル語西方言における名詞語形成法
を中心に―」という単行本で明らかにするこ
とに努めた。 
現地調査により今まで名前しか知られてい
なかったクマム語の言語体系が明らかにし
た。声調体系やリズムについての研究成果を
国際学会で発表を行ったり、また、出版を行
った。2007 年パリで開催された国際学会で研
究発表を行うことにより、ナイル諸語通時的
研究が前進することが期待できると知らし
めることにより、国際研究者ネットワークの
構築を可能にした。2007 年パリで開催された
国際学会は、ナイル・サハラ言語ファイラム
に所属する言語の通時的、共時的研究をおこ
なう研究者が集まる、世界でただ 1つの国際
学会である。クマム語の言語構造は、他のナ
イル諸語とはかなり異なっており、クマム語



成立について言語学的な興味のあるテーマ
を提供する可能性があることを明らかにし
た。また、クマム語の形態統語論研究は、通
言語学的にも興味あるテーマを提供する可
能性がある。 
また、ドイツでの資料発掘の過程において、
多くの国際的研究者の協力を得ることがで
きた。その成果により、科研によるあらたな
プロジェクトを立ち上げることができた。ク
マム語調査に関しては、新しい研究プロジェ
クトのもとで調査研究を継続し、辞書、文法
書の出版の準備をすすめている。 
通時的研究の目的は、たんに対象言語の歴史
的変化を研究するにとどまらない。言語一般
の通時的変化を研究することを目的として
いる。ナイル諸語の通時的研究は、言語一般
における通時的研究に貢献しなければなら
ない。その視点からの成果として、ナイル諸
語の通時的研究で得られた言語一般の通時
的研究は、日本言語学会の 2008 年度夏期講
習において｢歴史言語学｣の講習により、広く
社会還元した。 
言語一般における通時的研究への貢献とし
て、2009 年 3月に開催された国際学会におい
て研究発表を行った。 
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日本言語会 2008 年夏期講習において「歴史
言語学」の講師をつとめた。これにより広く
社会貢献に努めた。 
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